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その他の人権問題（アイヌの人々と人権）

アイヌの人々の歴史と文化
　日本における先住民族であ
るアイヌの人々は、現在の北
海道を中心に、東北地方、サ
ハリン、千島列島などで、独
自の文化･伝統を持つ民族とし
て暮らしてきました。アイヌ
文化は、土器を使い、狩猟、
漁労、採集を生業としていた
擦
さつ

文
もん

文化（７世紀頃～）に、
古代北方中国などの大陸沿岸
部のオホーツク文化が影響を
及ぼし、12 ～ 13世紀頃に成
立したといわれています。

アイヌの人々の現在
　近年、アイヌの人々の伝統
文化を見直し復活させる動き
やアイヌ語伝承のためのアイ
ヌ語教室が増えており、国や
地方自治体による支援も行わ
れています。しかし、その一
方で、アイヌの人々に対する
誤った理解による偏見･差別が
根強く残っています。
（公益財団法人　人権教育啓発
推進センター『アイヌの人々
と人権』より）

『ロボット戦車に大興奮！』
　鹿児島工業高等専門学校のメカトロニクス
研究部の皆さんが出前授業のため、ロボット
を携え大崎小学校にやってきました！
　ＮＨＫロボットコンテストに出場したロボッ
トをはじめ、自分で操作ができる戦車型ロボッ
トなどに児童らは大興奮でした。

（平成29年２月28日撮影）
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